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１．緒言

今日における、国内の携帯電話の契約台数は 1 億

8000万台を超え、国民 1 人当たり 1 台以上の携帯電話

を所有している計算になる。その中でも、スマート

フォンの普及は急速に広まり、我々の生活には欠かせ

ないものとなっている。総務省（2017）によれば、ス

マートフォンの世帯保有率は75.1% であり、パーソナ

ルコンピューターを大きく上回るほどである。スマー

トフォンの特徴は、これまでの携帯電話にはない様々

な機能を有し、さらに、高性能なアプリの利用がタッ

チパネルによる入力操作で行える点にある。

スマートフォンの急速な普及に伴い、スマートフォ

ンの使い方やマナーに注目が集まっている。2019年に

道路交通法が改正され、自転車運転中の携帯電話の注

視が禁止された。身近な生活においても歩きながらス

マートフォンを操作することを指す「歩きスマホ」が

多く見られ、携帯電話各社では歩きスマホを注意する

アプリケーション機能の追加といった防止運動が積極

的に行われている。このような現状を踏まえ、スマー

トフォンの操作に関する興味が高まってきた。

これまで携帯電話の操作が、自動車の運転や歩行運

動などに及ぼす影響についての研究は行われてきた

が、従来の携帯電話の 1 つであるフィーチャ―フォ

ンを用いるものがほとんどであり、スマートフォン

の操作が及ぼす影響についての研究は少ない。増田

ら（2015）の研究によると、フィーチャーフォンとス

マートフォンには、操作時における触覚的フィード

バックの有無という点で大きな違いのあることが指摘

されている。フィーチャーフォンはハードキーによる

ボタン操作であるため、操作時に手指を通じて触覚的

フィードバックが発生する。一方で、スマートフォン

は、その多くがタッチパネルによる操作のため、触覚

的フィードバックが非常に小さい。画面を見ながら操
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作するために視覚的なフィードバックを要する。この

ことからもスマートフォンが普及している今日におい

て、フィーチャーフォンではなく、スマートフォンを

用いた検証は有意義であると考えられる。

歩行中の携帯電話操作に関する研究が、複数行われ

ている。増田ら（2015）は、大学院生24名を対象に、多

重課題の実験を行った。多重課題とは、複数の課題を

同時にこなすことを指し、運動課題と認知課題を同時に

行う二重課題（Dual Task）が一般的に行われている。

対象者はフィーチャーフォン、スマートフォンおよび突

起付き保護シートを装着したスマートフォンの計 3 種

類の携帯電話をそれぞれ操作しながら歩行運動を行っ

た。また、視覚的な課題と聴覚的な課題をそれぞれ行っ

た。その結果、歩行距離、歩数などの歩行運動への影

響、メンタルワークスコアなどの注意機能への影響を報

告した。大西ら（2013）は、大学生21名を対象に、フィー

チャーフォンの操作と歩行運動を同時に行う課題を含め

た 4 種類の実験を行い、フィーチャーフォン操作の難易

度と注意機能との関連について報告した。フィーチャー

フォンを用いて文字入力を行うメール課題は認知的な側

面の強い課題であり、計算課題と同等の影響を運動課

題に与えたことを示している。

これまでの研究から、携帯電話操作が歩行運動に影

響を及ぼすことは明らかになっている。しかし、その

ほとんどがフィーチャーフォンを用いており、歩行運

動に関しても、トレッドミルなど人工的に歩行運動を

促す方法が多い。二重課題下において認知課題が運動

課題に影響をあたえることは多くの研究で報告されて

いるものの、認知課題としてスマートフォンのフリッ

ク操作が運動課題に影響を与えるかどうかを検討した

研究はこれまで行われていない。

そこで、本研究の目的は、スマートフォンの操作が

日常的な歩行運動に及ぼす影響を明らかにすることと

した。

2 ．方法

（ １ ）対象者

本研究の対象者は、健常な男子大学生10名とした

（平均年齢19.6±0.8歳、平均身長168.0±5.7cm、平均

体重63.4±9.0kg）。対象者は日常生活からスマートフォ

ンを使用し、文字入力をフリック操作で行っている。

このことから、今回の実験課題であるフリックによる

文字入力を行うことについて、支障はなかった。

対象者には実験の目的、意義や方法を十分に説明

し、同意書記入の上で実験を行った。

（ ２ ）試行課題

1 ）運動課題

溝田ら（2014）によると、 ８ の字歩行テストは直線

路と左右両回りのカーブ路を用いるため、より日常生

活環境に即した歩行能力の評価が可能とされる。そこ

で本研究では図 1 に示す 8 の字歩行テストを行った。

対象者には、１．５ｍ間隔に置かれた ２ 個のカラーコー

ンの間を「普段歩く速さ」という教示のもとで ８ の字

に歩行させ、 １ 周するまでに要した時間と歩数を計測

した。対象者は、カラーコーンを左右に見るように

立った位置から ８ の字歩行テストを開始した。

2 ）計算課題

対象者は運動課題の試行と同時に計算課題を行った。

計算課題は二重課題において多用される認知課題であ

る。島ら（2009）や大角ら（2017）が行った大学生など

の若年層を対象とした二重課題を用いた実験では、課

題の難易度に関する問題点が示唆されていた。それら

のことを考慮し、本研究での計算課題は 2 桁× 1 桁の

乗算課題とした。難易度調整のため、必ず繰り上がり

の生じる課題とした（例７７×７）。対象者は運動課題の

試行中に、検者が口頭で示した計算課題に口頭で回答

した。不正解だった場合には正解するまで回答を続けさ

せた。回答した問題数とそれに要した時間を計測した。

3 ）フリック課題

本研究のフリック課題は大西ら（2013）の行った文

字入力課題を参考に設定した。対象者は、自身のス

マートフォンを文字入力のみ行える状態に設定し、運

動課題の試行中と同時に文字入力課題を行った。文字

入力は、簡易的かつ文字入力を継続させるために、可

曲路１
曲路２

直路

START

1.5m

1 
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能な限り多くの野菜の名前をフリック操作で入力する

ことを課した。文字入力時の予測機能の利用は認めず、

課題終了後に入力した野菜の個数を計測した。

（ ３ ）実験方法

実験は新型コロナウイルス感染防止のため、器具、

検者や対象者の手指のアルコール消毒を行い、十分な

換気のもと実施した。対象者への実験の説明は、検者

が説明しながら実際に行って見せ、対象者が方法を理

解したことを確認した後に行った。計算課題は説明の

際に例題を 2 問行った。フリック課題は対象者の普段

からのスマートフォン使用状況を鑑み、対象者の同意

のもと練習は行わずに実施した。

説明の後、①運動課題のみ（以下 ST とする）→②

運動課題＋計算課題（以下 CT とする）→③運動課題

＋フリック課題（以下 FT とする）の順に行い、運動

課題への慣れを防ぐため、実験日を分けて実施した。

なお、これ以降「計算課題」と「フリック課題」のこ

とを「副課題」とする。

各試行の様子はビデオカメラで撮影し、試行中の対

象者の観察に用いた。動画データから各試行における

歩行時間、歩数、計算に要した時間および回答数をそ

れぞれ集計した。ST において、開始してから １ つ目

のカーブを「曲路 １ 」、 ２ つ目のカーブを「曲路 ２ 」、

「曲路 1 」から「曲路 2 」までの直線を「直路」とし、

各区間における時間と歩数を計測した。計算課題とフ

リック課題は座位状態での計測も行い、運動課題試行

時との差を比較した。

（ ４ ）統計処理について

実験データは、平均値±標準偏差で示した。統計解析

には t 検定を用いた。統計学的有意水準は 5 ％とした。

３ ．結果

（ １ ）対象者の各試行における歩行時間と歩数について

表 １ に ST、CT および FT における平均歩行時間

および平均歩数、ST と比較した CT と FT の差をそ

れぞれ示した。ST に比し CT で歩行時間と歩数はど

ちらとも有意な増加を示した（歩行時間：p=0.009、

2 

 

表１. ST，CT，FT における歩行時間と歩数について 

 ST CT ST と CT の差 FT ST と FT の差 

歩⾏時間
(sec) 

11.5±2.0 16.4±3.5 4.9(1.12~8.65) 16.8±3.9 5.3(1.55~9.08) 

歩数 
(歩) 

17.4±2.1 23.0±2.8 5.6(2.34~8.85) 22.7±3.3 5.3(2.04~8.55) 

 ST，CT および FT の値は平均値±標準偏差，それぞれの差は平均値(95%信頼区間)をそ
れぞれ⽰した。 
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表２．運動課題試行時と座位状態での各副課題の平均値および変化量について 

 運動課題試⾏時 座位 変化量 

回答数(問) 2.1±0.7 2.8±0.7 0.7(-0.01~1.41) 

回答時間(sec) 9.2±4.0 7.0±2.0 2.1(-0.96~5.31) 

⼊⼒数(個) 5.3±1.7 7.0±1.8 1.4(-0.34~3.14) 

 運動課題試⾏時と座位の値は平均値±標準偏差を、変化量は平均値(95%信頼区間)をそれ
ぞれ⽰した。 
 

（3 ページ目に挿入） 
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歩数：p=0.006）。FT においても、ST に比し、歩行

時間と歩数はどちらとも有意な増加を示した（歩行時

間：p=0.0045、歩数：p<0.001）。

（ ２ ）�副課題における運動課題試行時と座位状態での

比較について

表 ２ に運動課題試行時と座位状態での各副課題の平

均値および変化量を示した。運動課題試行時と比較し

たとき、座位状態で行う副課題のほうが回答数、回答

時間および入力数で高いスコアを示したが有意な差は

認められなかった。

（ ３ ）各コースにおける平均歩行時間と平均歩数の比較

表 ３ に、ST、CT および FT 実施時における各区

間での平均歩行時間を、表 ４ に平均歩数について示

した。ST に比べ、CT および FT 実施時にすべての

区間において、平均歩行時間と平均歩数のどちらも

有意に増加した（ST-CT、曲路１：p=0.004、直路：

p=0.01、曲路2：p=0.003）（ST-FT、曲路１：p=0.002、

直路：p=0.008、曲路２：p=0.009）。一方 CT-FT 間で

は、いずれの項目において、有意な差は認められな

かった。

４ ．考察

本研究ではスマートフォンのフリック操作が歩行運

動に及ぼす影響について、先行研究の多い二重課題に

おける計算課題と比較しつつ検討した。ST と比較し

て、CT と FT においてどちらも歩行時間と歩数で有

意な増加が見られたが、この結果について考察する。

4 

 

表３．ST，CT，FT における各コースでの平均歩行時間および ST との比較について 

 ST CT ST と CT の差 ＦT ST と FT の差 

曲路１(sec) 2.1±0.4 3.3±0.7 1.1 (0.35~2.01) 3.4±0.9 1.2 (0.43~2.09) 

直路  (sec) 2.7±0.5 3.9±0.9 1.2 (0.24~2.18) 4.0±0.9 1.2 (0.30~2.24) 

曲路２(sec) 2.1±0.5 4.1±1.3 1.9 (0.62~3.35) 3.9±1.5 1.7 (0.39~3.12) 

 ST、CT および FT の値は平均値±標準偏差を、それぞれの差は平均値(95%信頼区間)を
⽰した。 
 

（3 ページ目に挿入） 
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表４．ST，CT，FT における各コースでの平均歩数及び ST との比較 

 ST CT ST と CT の差 ＦT ST と FT の差 

曲路１(歩) 3.8±0.6 5.1±1.0 1.3 (0.26~2.33) 5.1±0.9 1.3 (0.26~2.33) 

直路  (歩) 4.3±0.6 5.6±0.5 1.3 (0.59~2.00) 5.4±0.7 1.1 (0.39~1.80) 

曲路２(歩) 3.5±0.7 5.5±1.2 2.0 (0.65~3.34) 5.1±1.4 1.6 (0.25~2.94) 

 ST、CT および FT の値は平均値±標準偏差、それぞれの差は平均値(95%信頼区間)を⽰
した。 
 

（4 ページ目に挿入） 

 

宮城教育大学紀要　第56巻　2021



－249－

（ １ ）ST と CT について

二重課題での計算課題が歩行運動に影響を与えるこ

とは、既報の成績（増田ら、2015; 溝田ら、2014; 大角

ら、2017; 奥山ら、2010）に示されている。若年者を

対象とした二重課題における認知課題の難易度の設定

についての考察を踏まえ、本研究では繰り上がりを必

要とする乗算課題を用いた。その結果、ST に比較し

CT で歩行時間および歩数が有意な増加を示した。各

区間通過に要した時間、歩数に関しても有意な増加を

示したことから、CT 下では、運動課題に加え、計算

課題に意識を向ける必要があるため、歩数が増加し、

結果として歩行速度が減少すると考えられた。

運動課題試行時と座位状態での回答数、回答時間に

変化が認められなかったが、運動課題時で解答数には

減少、回答時間には増加の傾向があった。有意な結果

ではなかった理由として、試行時間の短さが考えられ

る。城野ら（2013）が行った二重課題の実験では、計

算課題に取り組む時間が １ 分間設けられており、若年

者における運動課題試行時と座位状態の間で回答数と

誤答数において有意差を報告している。本実験では、

CT 試行に要した時間で、その平均は16.4±3.5秒と短

かったため、運動課題試行時と座位状態での回答数お

よび回答時間に差が見られなかったと考えられた。

（ ２ ）ST と FT について

ST と FT の比較の結果、FT では歩行時間、歩数

ともに有意な増加を示した。各コースに要した歩行時

間、歩数も有意な増加を示したことから、FT 下では、

歩数が増加し、歩行速度が減少することが明らかと

なった。大西ら（2013）はフィーチャーフォンでの文

字入力課題で運動課題への影響を報告したが、スマー

トフォンのフリック操作でも、運動課題に影響を与え

る可能性があると考えられる。しかし、増田ら（2015）

は、携帯電話を操作する際に首を丸めて視線がやや下

向きになる姿勢が、運動課題に影響を与える可能性が

あることを示唆している。下向きになることで背骨が

屈曲し、歩幅が小さくなった可能性が考えられる。本

研究においても、FT 試行時の姿勢についての教示は

行っていなかった。映像を試行中の様子を確認する

と、視線をやや下向きで操作している対象者が多く観

察された。この歩行姿勢が歩行時間や歩数に影響を与

えた可能性も考えられる。本研究の FT の副課題は、

スマートフォンのフリック操作で野菜の名前を入力す

るというものであった。この副課題をこなすには、ス

マートフォンのフリック操作に加えて、野菜の名前を

思考することも必要になる。野菜の名前を思考するこ

とが認知課題となり、運動課題に影響を与えた可能性

が考えられる。島ら（2009）の研究では若年者に対し

ての CT の認知課題で100から 7 を引き続けるという

減算課題を用いたがその影響は認められず、若年者へ

の認知課題として難易度が易しかったことを示唆され

ている。大西ら（2013）は、文字入力課題は認知的な

側面が強いと述べているが、実際に計算に要する思考

と野菜の名前を思考する脳機能は「想起」という点で

同じ機能であり、FT には認知的な側面があるといえ

る。しかし、本研究の対象者である健常な男子大学生

が FT 試行に要した平均時間16.8±3.9秒の中で、野菜

の名前の想起に難があったとは考えにくく、認知的な

側面から運動課題に影響を与えた可能性は低いと解さ

れた。

（ ３ ）CT と FT について

本研究では二重課題の副課題として一般的な計算課

題、スマートフォンの普及と使用状況を踏まえてフ

リック課題を用いた。その結果 CT-FT 間には差は、

いずれの場合でも認められなかった。CT と FT のそ

れぞれにおいては、ST と比較して歩行時間と歩数で

有意な増加を示した。CT のような計算課題が運動課

題に影響を及ぼすことは過去の研究より明らかになっ

ており（奥山ら 2010、大角ら 2017）、本研究でも同

様の結果が得られた。これらのことから、FT は CT

と同等の影響を、運動課題に与えることが示された。

FT には認知的な側面も含まれるが、その効果は小さ

いと考えられた。

（ ５ ）FT が歩行運動に及ぼす影響について

大西ら（2013）が研究で行ったフィーチャーフォ

ンでの文字入力課題が運動課題に有意な影響を与え

たように、本研究における FT でも有意な影響が見

られた。本研究での運動課題は8の字歩行テストを行

い、20秒以内で終了するほどの課題であったが FT で

は ST と比較し歩行時間と歩数において有意な増加を

示した。さらに、各コースでの検証では、「曲路 1 」、

「直路」、「曲路 ２ 」という ST においては 3 秒以内に
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終了するような短い距離にもかかわらず、FT で歩行

時間と歩数で有意な増加を示した。これらのことから、

日常歩行のような、より長時間の歩行を想定するとス

マートフォンのフリック操作は歩行運動より大きな影

響を与えることが考えられる。日常での歩行には、視

覚的・聴覚的な注意も必要となり、歩行中にスマート

フォンを使用することは大きな危険性を伴うことが予

想される。Manor ら（2018）は、スマートフォンで

メールを返信するという副課題を用いた二重課題の実

験で、運動課題のみの状態と比較して、歩行安定性が

低下したことを報告している。増田ら（2015）は、ス

マートフォンを含める携帯電話を用いた二重課題の実

験で、視覚的・聴覚的な注意機能に関して、運動課題

のみの状態と比較し有意な低下を報告した。歩行中に

スマートフォンを使用することは、歩行速度や歩数に

影響を与えるだけでなく、真っ直ぐ歩くために必要な

歩行安定性や注意機能の低下を及ぼす。これらのこと

から、歩行中にスマートフォンを操作することは歩行

機能を低下させ、転倒などの危険性が大幅に上がると

考えられた。

５ ．研究の限界

本研究で、男子大学生を対象として実験を行う上で

課題の負荷量の小さかった可能性がある。対象者の年

齢、操作している携帯電話の種類、普段利用している

文字の入力方法などにより結果が変わってくることも

考えられる。

運動課題や副課題について見直す必要があったが、

今回の研究期間ではその改善の段階には至らなかっ

た。また、同じ教示のもとで実験を行ったが、運動課

題と副課題への意識や認識が対象者間で異なったこと

とも考えられた。

今後はスマートフォンを用いた課題の検討、歩行姿

勢、歩行状態の三次元測定などを踏まえて検討してす

る必要があるだろう。

６ ．結語

普段からスマートフォンを利用する男子大学生を対

象に、スマートフォンのフリック操作が歩行運動に及

ぼす影響について検討した。

その結果、FT が、二重課題の副課題として前例の

多い計算課題と同等の影響を歩行運動に与えることが

認められた。歩行姿勢などの原因も考えられるが、本

研究における FT では歩行運動に有意な影響を与え

た。

以上の結果より、スマートフォンのフリック操作が

歩行運動に対し影響を与えることが示された。
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Effect of smartphone flicking on walking motion

KUROKAWA Naoyuki, ABE Tetsuya, SHIMODA Haruna,  
SATO Ayato and NISHIMURA Sho

Abstract

The effect of flicking a smartphone on the walking motion was investigated in 10 male university students who 

regularly use smartphones.

The results showed that flicking a smartphone while walking had the same effect on walking motion as while 

performing a calculation task. This result was considered to be due to the posture of the flicking operation of the 

smartphone. In addition, the results were interpreted as a result of the execution of cognitive thoughts such as 

recalling the names of vegetables.

The effect of the flicking task on walking motion was found to be significant even during a short time (20 

seconds). Walking in daily life is considered longer and more complex than the duration of the present study. 

These suggests that flicking during walking may increase the risk of falling.

Key words： Flicking, Posture, The number of steps, Walking time
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